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編集後記
　先日、ディズニーランドまで向かう無料の
シャトルバスの運転手に感心する出来事が
ありました。　
　その運転手は会場に着くまでの間、人気
のアトラクションやパレードを見る穴場など
を軽快に話しており、乗客を飽きさせない
対応は大変すばらしいものでした。途中、停
止線をオーバーして停車した時も、それを
トークで笑いに変え、楽しい雰囲気のまま
会場に向かうことができました。
　これぞ接客業のプロ！スゴイの一言です。

（明）
1つのヘタに2つの実がなってる！
トマトの双子、初めて見たよJA新はこだて facebook 検索

随時、最新情報を更新していますので、
ぜひチェックしてみてください。

facebookページ更新中！

緊急時の
ご連絡先
※業務時間内

（平日9時～１７時）には
ご契約の支店に
ご連絡ください。

お車の事故・トラブル
☎0120-258-931
（ＪＡ共済事故受付センター）

キャッシュカードや通帳の紛失・盗難
☎0120-944-904
（ＪＡバンクキャッシュカード紛失共同受付センター）

ＪＡクレジットカードの紛失・盗難
☎0120-159-674
（三菱ＵＦＪニコス㈱盗難紛失受付センター）

お車のレッカー・ロードサービス
☎0120-063-931
（ＪＡ共済サポートセンター）

JA CASH CARD

※ＪＡカード一体型の盗難・紛失においては、両方にご連絡ください。

材　料（4人分）

作　り　方

ナス ・・・・・・・・・・・・・・・・・６本
ザーサイ ・・・・・・・・・・・・・・・１瓶
ミニトマト ・・・・・・・・・・・・・・４個
ニンジン ・・・・・・・・・・・・・・・適宜
インゲン ・・・・・・・・・・・・・・・８本
サラダ油 ・・・・・・・・・・・・・大さじ２
塩 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・少々
合わせ調味料
　しょうゆ ・・・・・・・・小さじ１と１／２
　ごま油 ・・・・・・・・・小さじ１と１／２
　料理酒 ・・・・・・・・・・・・・大さじ１
　砂糖 ・・・・・・・・・・・・小さじ１／２
　輪切りトウガラシ ・・・・・・・ひとつまみ

ナスとザーサイの塩炒め

ナスは天地を切り落とし、ピーラーで皮をむ
き、縦に細切りにして、薄い塩水（材料外）に漬
けてあくを抜く。
ザーサイは細切り、ミニトマトは半分に切り、
インゲンはゆでて３分の１に切る。ニンジンは
千切り。
フライパンを十分に熱しサラダ油を入れ、水
気を切ったナスを強火で炒める。
（２）を入れ、塩少々、合わせ調味料を入れさっ
と炒める。
器に盛り出来上がり。

（１）

（２）

（３）

（４）

（５）

塩の分量はザーサイの塩気によって加減するといいあ

んばいになります。

「キッチン晴人」のオーナーシェフ

永井 智一（ながい ともかず）
「キッチン晴人」のオーナーシェフ。
1975年茨城県水戸市生まれ。高校卒業
後、都内のすし店で修業後、帰郷し懐石料
理を学ぶ。2013年12月に畑とつながるをコ
ンセプトとした「キッチン晴人」をオープンし、
地元農産物を生かした料理を提供中！

料理
ステップアップ
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「
花
の
中
に
虫
が
い
な
い
か
、病

気
が
つ
い
て
い
な
い
か
１
本
１
本

確
認
し
な
が
ら
共
選
場
へ
出
荷

す
る
も
の
を
選
別
し
て
い
ま
す
」

と
寿
美
さ
ん
。自
分
達
で
し
っ
か

り
選
別
す
る
こ
と
で
共
選
作
業

も
軽
減
さ
れ
て
い
る
。

道南を
たがや

農す

部
会
員
の
皆
さ
ん
に
助
け
ら
れ

　

長
谷
川
有
住
さ
ん
は
旦
那
さ
ん
と
と
も

に
平
成
９
年
に
脱
サ
ラ
。
旦
那
さ
ん
の
両

親
が
高
齢
に
な
っ
て
き
た
こ
と
な
ど
も
あ

り
、
就
農
し
た
。「
最
初
は
、
ま
っ
た
く

農
業
の
知
識
も
無
か
っ
た
の
で
、
言
わ
れ

て
い
る
言
葉
が
理
解
で
き
ず
に
苦
労
し
ま

し
た
」
と
当
時
を
振
り
返
る
。

　

就
農
後
、
し
ば
ら
く
し
て
旦
那
さ
ん
は

体
調
を
崩
し
、
平
成
２４
年
に
他
界
。
有
住

さ
ん
が
経
営
主
と
な
っ
た
。「
亡
く
な
る

４
、
５
年
前
く
ら
い
か
ら
経
営
主
と
し
て

様
々
な
会
議
に
参
加
し
た
り
し
て
い
た
の

で
、
続
け
て
い
く
こ
と
へ
の
不
安
は
あ
ま

り
無
か
っ
た
」
と
話
す
。

　

今
ま
で
続
け
て
こ
ら
れ
た
理
由
と
し

て
、
部
会
の
方
々
の
力
が
大
き
い
と
の
こ

と
。「
本
当
に
部
会
員
の
皆
さ
ん
に
は
、

親
切
に
様
々
な
栽
培
技
術
な
ど
を
教
え
て

も
ら
い
、
助
け
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
」
と

感
謝
の
言
葉
を
述
べ
る
。

　
「
経
営
主
に
な
っ
て
か
ら
は
頑
張
っ
た

だ
け
、
そ
れ
が
自
分
に
返
っ
て
く
る
の
が

嬉
し
い
」
と
農
業
の
醍
醐
味
も
語
る
。

頼
も
し
い
後
継
者
加
わ
る

　

現
在
、
有
住
さ
ん
に
は
、
頼
も
し
い
後

継
者
が
い
る
。
そ
れ
は
、
娘
婿
の
渡
辺
正

史
さ
ん
と
娘
の
寿
美
さ
ん
の
二
人
。
昨
年

か
ら
寿
美
さ
ん
、
今
年
か
ら
正
史
さ
ん
が

加
わ
っ
た
。
二
人
と
も
「
想
像
し
て
い
た

の
と
は
違
い
大
変
」
と
話
す
。
正
史
さ
ん

は
「
今
は
、
次
に
ど
の
作
業
を
す
れ
ば
良

い
か
わ
か
ら
ず
、
段
取
り
も
組
め
な
い
の

で
、
早
く
自
分
一
人
で
も
作
業
で
き
る
よ

う
に
な
り
た
い
」
と
話
す
。

　

作
業
面
で
は
個
人
に
よ
っ
て
得
意
な
こ

と
が
違
う
の
で
、
個
人
に
合
わ
せ
て
作
業

を
分
担
。
さ
ら
に
、
花
１
本
で
も
ロ
ス
し

な
い
よ
う
に
、
ま
め
に
ハ
ウ
ス
を
巡
回
し
、

病
気
が
つ
い
て
な
い
か
な
ど
注
意
し
て
い

る
と
の
こ
と
。

　

今
後
に
つ
い
て
は
、「
経
営
規
模
も
大

き
く
し
、
新
た
な
作
物
に
も
挑
戦
し
て
、

今
以
上
に
経
営
を
安
定
さ
せ
た
い
」
と
話

し
、
頼
も
し
い
後
継
者
と
と
も
に
更
な
る

経
営
の
安
定
に
向
け
て
前
進
し
続
け
る
。

　七飯産の「ハックナイン」や「つ
がる」「王林」などのりんごを風味
そのままジュースにしました。濃
縮還元していない、果汁100％の
ストレートジュースですので、
ジューシーさをご堪能下さい。

周
り
の
助
け
に
感
謝
し

前
進
を
続
け
る
女
性
農
業
者1本 1,000ml 620円

お問い合わせ／ 七飯支店 生産資材課
 TEL:0138-65-3077

イチオシの一品！

ななえアップルジュース

七飯町　豊田

長谷川　有住さん
ゆ　 かはせがわ

温泉、ネットショッピング、読書など趣味は多彩。「読
書に関してはジャンルを問わず、面白いと思ったも
のを読んでいます」と有住さん。

若
い
頃
か
ら
バ
イ
ク
が
好
き
で
、

好
き
が
高
じ
て
レ
ー
ス
に
参
加

す
る
ほ
ど
。「
今
で
も
仕
事
が
終

わ
っ
た
後
な
ど
に
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

な
ど
し
、そ
れ
が
気
分
転
換
に

も
な
っ
て
い
ま
す
」と
正
史
さ
ん
。

「
花
の
色
や
開
き
具
合
な
ど
を
、

確
認
し
て
切
っ
て
い
ま
す
」と
有

住
さ
ん
。夏
場
は
小
ま
め
に
水
を

や
り
、虫
が
つ
か
な
い
よ
う
、ロ
ー

テ
ー
シ
ョ
ン
も
組
み
な
が
ら
防
除

に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。

わ
た  

な
べ   

ま
さ

し

と
も   

み

水稲 279a
花卉 28a

23



第５次地域農業振興計画・中期経営計画 特集

　平成２９年度より第５次地域農業振興計画・中期経営計画がスタートしました。計画の策定については、前回の第

４次地域農業振興計画・中期経営計画の検証並びに総括などを踏まえ、次世代へ繋がる持続可能な地域農業の

実現、効率的な経営の実現に向けて各種取り組み事項などを設定しましたので、要約してご紹介します。 

　国内外をはじめ、管内の農業を取り巻く情勢や課題に対処するとともに、基幹支店ごとの強みを活かし

た主要農畜産物の更なる価値向上と低コスト、高生産性農業の取り組みによる「組合員の農業所得 20％増

大」、組合員の農業経営や生産活動などをサポートする「組合員相談機能の充実」の２つの目標を重点実

施項目として掲げています。

⇒各作物の反収等を分析、課題を抽出して対策

　を講じ、反収向上と生産量の拡大

⇒マーケットイン販売の推進などによる販売の

　拡大及び強化

１．第5次地域農業振興計画

　地域農業・JA を取り巻く環境はさまざまな厳しい難問を抱えており、まずはそういった現状（現実）を

分析。さらに、今後のあるべき姿（理想）を聞き取った中で洗い出された理想と現実のギャップ（問題点）

を基に、第５次中期経営計画の基本方針・目標などを設定しました。

２．第5次中期経営計画

【重点実施項目①】農業所得20％増大

生産性向上対策

⇒省力化栽培（直播栽培等）の導入拡大検討

⇒農業機械の共同利用、受委託等による機械コ

　スト低減

⇒適正施肥による肥料コスト削減

⇒ジェネリック・大型規格品農薬の利用促進に

　よる農薬コスト削減

コスト低減対策

⇒農業政策や補助事業など、各種情報をタイ　

　ムリーで正確に発信する

⇒各担当課が知り得た情報を営農センター全体

　で共有し、営農センター職員全員でのサポー

　ト体制の強化に努める

　今回、策定した第５次地域農業振興計画・中期経営計画は平成３１年までとなります。基本目

標の達成及び各部門で掲げた重点実施項目等の達成に向け、毎年、進捗状況なども確認しながら、

組合員の皆さんのご期待に応えることができるよう、職員一丸となって取り組んでまいります。

営農センター機能をフル活用した
組合員サポートの実践

⇒職員の自己研鑽（スキルアップ）により、あ

　らゆる相談に対応できる体制づくりを目指す

⇒組合員と職員のコミュニケーションの円滑化

　を図り、組合員が抱える悩みや相談事をいち

　早く感知し、対応に努める

組合員からの相談に対する
初期対応力の改善（迅速・丁寧）

農業所得20%増大のイメージ図

策定方法のイメージ図

【重点実施項目②】組合員相談機能の充実

組合員相談機能の充実のイメージ図

現　状

3年後

経費

収入

所得

経費
DOWN

所得
20%
UP

情報共有

自己研鑽

営農センター

タイムリーで正確
な情報発信

迅速・丁寧な対応

相　談

職　　員

組合員J A

次世代に継承できる、将来を見据えたJAづくり

◆力強い農業の実現
◆所得向上対策の強化
◆地域での機能・役割の発揮
◆事業・サービスの高度化・密着化
◆多様なニーズに対応するための経営基盤強化　

～将来へつなぐ協同～

組合員意向調査 経営者インタビュー

組織診断

環境分析

基本方針・目標

部門別方針

現状の姿

「問題」

（現状分析） 理想と現実の
ギャップを分析

目標の設定

あるべき姿
（経営ビジョン）

基本方針

基本目標

※詳しくは、組合員の皆さんにお配りしているこちらの冊子をご覧下さい。

収入
UP

45



昨年行われた「食と農と愛をつな
ぐフェスティバル」内での「餅まき」
の様子。甲田副部長は「消費者
の喜ぶ姿が今でも目に焼きつい
ています」と語る。

Introduction

さ
んとなりの農家

～農家の現場へズームイン～

甲田　祐康 副部長（36）
ＪＡ新はこだて青年部／森地区青年部所属
こう　　だ ゆう　 こう

部員数：２７１人　設立：平成１５年２月

リーダーとしての自覚をもって
青年部活動に励む

「飼い猫と遊ぶことが好きで癒さ
れています。」と満面の笑みを見せ
てくれた。

▲南瓜の収穫作業で忙しい佐橋さん

　

森
町
鳥
崎
町
の
佐
橋
悟
さ
ん

の
畑
で
は
、
７
月
２５
日
か
ら
南

瓜
の
収
穫
が
始
ま
っ
て
お
り
、

８
月
末
ま
で
収
穫
が
続
く
。

　

今
年
の
出
来
栄
え
に
つ
い
て

「
７
月
の
天
候
に
恵
ま
れ
て
生

育
も
回
復
し
、
品
質
も
良
く
、

収
量
も
平
年
並
み
」
と
話
す
。

　

栽
培
に
あ
た
っ
て
は
、
最
近

は
日
焼
け
が
多
く
、
形
が
良
く

て
も
規
格
を
落
と
し
て
し
ま
う

た
め
、
玉
の
そ
ば
に
ツ
ル
を
つ

け
る
ほ
か
、
２
〜
３
枚
の
葉
を

つ
け
て
日
焼
け
を
軽
減
す
る
工

夫
を
し
て
い
る
と
の
こ
と
。

　

今
年
度
か
ら
南
瓜
生
産
部
会

の
部
会
長
も
務
め
て
お
り
、「
森

の
み
や
こ
南
瓜
の
ブ
ラ
ン
ド
を

維
持
し
つ
つ
、消
費
者
へ
安
心
・

安
全
な
も
の
を
提
供
し
て
い
き

た
い
」
と
語
っ
て
く
れ
た
。

〈
取
材　

森
支
店　

石
岡　

努
〉

▲「発芽の可能性があるので、収穫前の降
雨が心配です」と角田さん

厚沢部

森

消
費
者
へ

安
心
・
安
全
な
も
の
を

今
あ
る
畑
を
基
盤
に

新
た
な
人
材
の
育
成
も

　

厚
沢
部
町
当
路
地
区
の
角
田

幸
紀
さ
ん
は
、
小
麦
・
食
用
芋
・

ビ
ー
ト
・
豆
な
ど
を
作
付
け
し

て
お
り
、
７
月
下
旬
か
ら
秋
小

麦
の
収
穫
作
業
が
ピ
ー
ク
を
迎

え
て
い
る
。

　

今
年
の
出
来
栄
え
に
つ
い
て

「
低
温
の
影
響
も
あ
り
、
昨
年

と
比
べ
る
と
収
量
は
減
っ
て
い

る
」
と
話
す
。

　

営
農
し
て
い
る
上
で
は
、
土

作
り
を
大
切
に
し
て
お
り
、
タ

ン
カ
ル
、
堆
肥
を
定
期
的
に
入

れ
て
輪
作
体
系
を
整
え
て
い

る
。
ま
た
、
人
手
不
足
解
消
の

た
め
に
機
械
作
業
を
中
心
と
し

た
経
営
体
系
を
目
指
し
、
取
り

組
ん
で
い
る
。

　

今
後
に
つ
い
て
、「
今
あ
る

畑
を
大
事
に
し
な
が
ら
、
地
域

農
業
を
担
っ
て
く
れ
る
人
材
を

受
け
入
れ
、育
て
た
い
」と
語
っ

て
く
れ
た
。

●
特
に
力
を
入
れ
て
い
る
活
動

　
を
教
え
て
下
さ
い
。

　

毎
年
八
月
末
に
あ
ぐ
り
へ
い

屋
で
実
施
し
て
い
る
「
食
と
農

と
愛
を
つ
な
ぐ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
」
で
す
。
部
員
が
持
ち
寄
っ

た
農
畜
産
物
の
販
売
や
フ
ー
ド

コ
ー
ナ
ー
、
餅
ま
き
と
い
っ
た

イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
て
、
新
は
こ

だ
て
産
の
Ｐ
Ｒ
や
消
費
者
と
の

交
流
を
図
っ
て
お
り
、
消
費
者

の
生
の
声
を
聴
く
こ
と
が
で
き

る
一
大
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

●
今
後
、
青
年
部
員
に
求
め
る

　
こ
と
は
何
で
す
か
。

　

将
来
的
に
地
域
を
引
っ
張
っ

て
い
く
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
自

覚
や
覚
悟
を
持
っ
て
、
何
事
に

も
取
り
組
ん
で
欲
し
い
で
す
。

　

ま
た
、
青
年
部
活
動
に
も
っ

と
積
極
的
に
参
加
し
て
欲
し
い

で
す
。
部
員
同
士
で
直
接
触
れ

合
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
だ
け
で

は
味
わ
う
こ
と
の
で
き
な
い
良

さ
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

●
甲
田
副
部
長
に
と
っ
て
青
年

　
部
は
ど
ん
な
と
こ
ろ
で
す
か
。

　

仲
間
づ
く
り
の
場
で
す
。
他

地
区
の
部
員
と
語
り
合
う
こ
と

で
自
身
の
成
長
に
も
つ
な
が
る

と
考
え
る
か
ら
で
す
。

　

ま
た
、
Ｊ
Ａ
の
中
身
を
知
る

機
会
に
恵
ま
れ
て
い
る
こ
と

も
、
青
年
部
と
い
う
組
織
の
強

み
で
す
。
研
修
会
や
Ｊ
Ａ
役
職

員
と
の
意
見
交
換
会
等
を
数
多

く
こ
な
し
て
お
り
、
Ｊ
Ａ
と
の

つ
な
が
り
も
感
じ
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

●
営
農
す
る
う
え
で
気
を
つ
け

　
て
い
る
こ
と
は
何
で
す
か
。

　

和
牛
繁
殖
１
１
０
頭
を
放
牧

ス
タ
イ
ル
の
経
営
と
す
る
こ
と

で
省
力
化
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
牛
の
様
子
を
常
日
頃

か
ら
良
く
観
察
す
る
こ
と
を
心

掛
け
て
い
ま
す
。
経
営
と
青
年

部
活
動
を
両
立
さ
せ
、
と
も
に

盛
り
上
げ
て
い
け
る
よ
う
精
一

杯
頑
張
り
ま
す
！

〈
取
材 

本
店 

営
農
課 

加
藤 

雄
貴
〉

地域のつながりが見直され、ますます重要になる昨今。地域を担
う若きリーダーの皆さんに毎月インタビューします。

連続インタビュー

リーダー ボイス's Leader's voice

〈
取
材　

厚
沢
部
支
店　

佐
藤　

洋
輔
〉

佐
橋
　
悟
さ
ん（
63
）　
南
瓜

さ  

は
し    　

さ
と
る

角
田
　
幸
紀
さ
ん（
50
）　
小
麦

か
く  

た　
　

    

こ
う  

き
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TOPICS
トピックス

管内各地の　　な情報を

お届けします。

旬

大野 八雲 研修会

知内

子会社

大野 森

講演を真剣に聴く職員ら

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
向
上
で

人
と
組
織
を
活
性
化

職
員
研
修
会
を
開
催

７
月
22
日
、北
斗
市
農
業
振
興
セ
ン
タ
ー
で
職
員

研
修
会
を
開
催
し
、職
員
約
２
３
０
名
が
参
加
し

た
。

　

講
師
に
は
元
中
央
大
学
大
学
院
客
員
教
授
の

中
田
研
一
郎
氏
を
招
き
、「
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
向
上

で
人
と
組
織
を
活
性
化
」に
つ
い
て
講
演
。講
演

の
中
で
は
、モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ア
ッ
プ
が
個
人
の
変

革
の
ス
タ
ー
ト
に
な
る
こ
と
を
強
調
。「
私
た
ち

の
体
に
は
膨
大
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
眠
っ
て
い
る
。

い
い
方
向
に
変
わ
る
に
は
、自
分
が
変
わ
ら
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
」と
語
っ
た
。

買い物客に野菜を手渡す、女性部員（左）

地
元
野
菜
を
販
売

海
の
日
産
直
市

　

上
磯
支
店
女
性
部
は
７
月
16
日
、北
斗
市
で
開

か
れ
た
海
の
日
産
直
市
に
出
店
し
、部
員
が
生
産

し
た
ト
マ
ト
、キ
ャ
ベ
ツ
な
ど
約
十
数
種
類
の
野

菜
と
花
を
販
売
し
た
。

　

北
斗
市
か
ら
友
人
と
訪
れ
た
女
性
は
、「
去
年

も
女
性
部
の
野
菜
を
買
い
に
来
ま
し
た
。い
つ
も

お
い
し
い
野
菜
が
買
え
る
の
で
あ
り
が
た
い
で

す
」と
笑
顔
で
話
し
た
。

　

落
合
ま
り
子
部
長
は「
今
年
は
、あ
い
に
く
の

雨
で
残
念
で
し
た
。た
だ
、悪
天
候
の
中
で
も
来
て

く
れ
た
人
に
は
感
謝
し
た
い
」と
話
し
た
。

入居者に長ネギとトマトを渡す役員ら

地
元
の
新
鮮
な
野
菜
を
寄
贈

北
斗
市
野
菜
生
産
出
荷
組
合

　

北
斗
市
野
菜
生
産
出
荷
組
合
は
７
月
11
日
、

高
谷
寿
峰
市
長
を
表
敬
訪
問
し
た
ほ
か
、市
内

の
福
祉
施
設
21
ヵ
所
に
野
菜
を
寄
贈
し
た
。

　

介
護
老
人
保
健
施
設「
い
な
ほ
」で
は「
野
菜

贈
呈
式
」を
開
き
、入
居
者
ら
に
特
産
の
ト
マ
ト

と
長
ネ
ギ
を
手
渡
し
た
。入
居
者
か
ら
は「
あ

り
が
と
う
」と
い
う
言
葉
が
聞
か
れ
た
。

　

澤
田
組
合
長
は「
北
斗
市
も
30
度
を
超
え
て

大
変
暑
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。夏
を
乗
り
切
る

た
め
に
も
、我
々
が
作
っ
た
野
菜
を
食
べ
て
長
生

き
し
て
欲
し
い
」と
語
っ
た
。

ランナーにパンフや関連グッズを配る舟橋支部長

ラ
ン
ナ
ー
に
牛
乳
を
配
布

第
３２
回
ミ
ル
ク
ロ
ー
ド

レ
ー
ス
大
会

全
社
員
研
修
会

　

Ｊ
Ａ
新
は
こ
だ
て
酪
農
生
産
部
会
八
雲
支
部
は

６
月
11
日
、同
町
で
行
わ
れ
た
第
32
回
ミ
ル
ク
ロ
ー

ド
レ
ー
ス
大
会
で
参
加
者
全
員
に
牛
乳
な
ど
を
配

り
、「
酪
農
の
町
」を
広
く
Ｐ
Ｒ
し
た
。

　

町
内
外
か
ら
約
４
０
０
人
が
初
夏
の
ミ
ル
ク

ロ
ー
ド
を
駆
け
抜
け
た
。表
彰
式
終
了
後
、牛
乳

（
２
０
０
ミ
リ
㍑
）１
パ
ッ
ク
と
牛
乳
愛
飲
を
呼
び

掛
け
る
パ
ン
フ
や
関
連
グ
ッ
ズ
を
参
加
者
に
配
っ
た
。

　

牛
乳
を
配
布
し
た
舟
橋
秀
貴
支
部
長
は「
牛
乳

は
健
康
の
象
徴
。元
気
で
頑
張
っ
て
ほ
し
い
と
い
う

気
持
ち
を
込
め
て
い
る
」と
話
し
た
。

最終営業日の様子

終
了
を
惜
し
む
声
多
く

濁
川
温
泉
市１５

年
の
歴
史
に
幕

　

森
町
ト
マ
ト
生
産
振
興
協
議
会
女
性
部
は
６

月
25
日
、濁
川
温
泉
市
の
最
後
の
営
業
日
を
迎
え
、

15
年
続
い
た
歴
史
に
幕
を
下
ろ
し
た
。

　

最
後
の
営
業
日
も
販
売
が
始
ま
る
前
か
ら
長

蛇
の
列
が
で
き
て
お
り
、営
業
開
始
前
に
は
豆
澤

喜
代
部
長
が「
15
年
間
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。こ
れ
か
ら
も
誠
心
誠
意
、安
全・安
心
な
野
菜

を
作
り
続
け
て
い
く
の
で
、引
き
続
き
、森
町
の
野

菜
を
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
」と
挨
拶
。販
売
が

始
ま
る
と
買
い
物
客
ら
は
、ト
マ
ト
や
キ
ュ
ウ
リ

な
ど
新
鮮
な
野
菜
を
た
く
さ
ん
買
っ
て
い
た
。

　

函
館
市
か
ら
き
た
女
性
は「
温
泉
市
に
は
１０
年

以
上
、足
を
運
ん
で
い
る
。今
日
は
、近
所
へ
の
お

土
産
と
し
て
た
く
さ
ん
買
い
ま
し
た
。終
わ
る
の

は
す
ご
く
寂
し
い
で
す
」と
話
し
て
い
た
。

ホウレン草を手渡す森永組合長（右）

学
校
給
食
に
ホ
ウ
レ
ン
草
を
贈
る

知
内
町ほ

う
れ
ん
草
生
産
組
合

　

知
内
町
ほ
う
れ
ん
草
生
産
組
合
は
６
月
12
日
、

町
内
の
学
校
給
食
に
使
う
ホ
ウ
レ
ン
草
の
寄
贈

式
を
知
内
基
幹
支
店
共
選
場
で
行
っ
た
。

　

寄
贈
は
約
10
年
前
か
ら
続
い
て
お
り
、町
内
の

小・中
学
校
４
校
と
幼
稚
園
の
給
食
食
材
と
し
て

使
わ
れ
る
。

　

森
永
組
合
長
は「
知
内
町
の
生
産
者
が
手
塩

に
か
け
て
育
て
た
の
で
、有
効
に
使
っ
て
ほ
し
い
」

と
挨
拶
。帰
山
セ
ン
タ
ー
長
は「
子
ど
も
た
ち
に

意
義
を
伝
え
な
が
ら
、大
事
に
使
わ
せ
て
も
ら
い

ま
す
」と
お
礼
を
述
べ
た
。

講演者の話を真剣に聴く社員

開始前にお礼の言葉を述べる豆澤部長（右から３番目）

ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
の
重
要
性
を
学
ぶ

㈱
新
は
こ
だ
て
協
同

　

㈱
新
は
こ
だ
て
協
同
は
７
月
１
日
、マ
リ
エ
ー

ル
函
館
で
全
社
員
研
修
会
を
開
き
、社
員
82
名
が

参
加
し
た
。

　

研
修
会
で
は
ダ
ン
ロ
ッ
プ
タ
イ
ヤ
北
海
道
㈱
の

太
田
賢
一
函
館
支
店
長
が「
お
客
様
の
心
に
ひ
び

く
対
応
と
気
づ
き
の
営
業
」に
つ
い
て
講
演
。

小
松
正
志
経
済
事
業
部
長
は「
今
回
、学
ん
だ
こ

と
を
早
速
、明
日
か
ら
実
践
し
て
い
き
た
い
」と

語
っ
た
。

　

終
了
後
の
懇
親
会
で
は
、各
営
業
所
の
趣
向
を

凝
ら
し
た
自
己
紹
介
に
会
場
内
は
盛
り
上
が
っ
た
。
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渡島農業改良普及センターのホームページ

普及センター活動紹介、地域の動き・技術情報など、是非ご覧下さい！

http://www.oshima.pref.hokkaido.lg.jp/ss/nkc/Osindex.htm

渡島農業改良普及センター
あぐりレッスン

〈葉枯病〉
◆発生しやすい環境と条件は？
✓土壌乾燥時の葉先枯れ（石灰欠乏）跡、べと病の発病跡、収穫遅れ（老化）
　などの株に発病しやすいので注意が必要です。
◆対策
✓施肥量に過不足がないよう、適正な肥培管理をしましょう。
✓早めに殺菌剤による、定期的な予防散布を実施しましょう。

〈軟腐病〉
◆発生しやすい環境と条件は？
✓ほ場の乾きが遅い、軟弱に生育している、前年に軟腐病が発病したほ場などは要注意です。
◆対策
✓ほ場の停滞水は、溝きりをするなどして排水しましょう。
✓多肥を避け、培土作業時は土塊で葉を傷をつけないよう、注意して作業し
　ましょう。
✓薬剤による、発病前の予防散布を基本とします。培土前後は速やかに防除
　を実施しましょう。

〈アザミウマ類〉
◆発生消長は？
✓例年の傾向から、７月中旬から急増し、８月中旬にピークを迎えます。
◆対策
✓多発すると防除が困難になります。発生の少ない時期から早めの茎葉散布
　を行いましょう。
✓ネギアザミウマは、トマト、きゅうり、アスパラガスなど、多くの作物を
　食害します。ねぎのほ場だけでなく、ほ場周辺の雑草を除草・防除も行う
　ことをおすすめします。

１　ながねぎ編 

〈オオタバコガ〉

◆発生消長は？
近年、オオタバコガによる食害が増えています。穂を直接食害し、商品価値を大きく低下させるため注意が必要です。

✓例年、７月中旬から増え始め、８月中下旬頃に発生のピークを向かえる傾
　向があります。
◆対策
✓絹糸が４～５割程度抽出した頃が防除のタイミングです。
✓なお、薬剤抵抗性が発達しているため、防除効果の高い薬剤を選択しましょう。

２　スイートコーン編

病害虫防除のポイント！

若松 七飯

森 知内販売の意気込みを述べる市場担当者

有
利
販
売
へ
情
報
交
換

森
支
店
３
部
会

合
同
産
地
研
修
会

　

森
基
幹
支
店
は
７
月
13
日
、三
部
会
合
同
の
産

地
研
修
会
を
開
き
、生
産
者
ら
約
50
人
が
有
利
販

売
に
向
け
情
報
を
交
換
し
た
。

　

同
支
店
の
高
瀬
幸
己
地
区
運
営
委
員
長
が「
生

産
者
、市
場
の
き
ず
な
を
強
め
、有
利
販
売
に
つ

な
げ
た
い
」と
あ
い
さ
つ
。担
当
者
が
作
付
け
動

向
な
ど
に
つ
い
て
情
報
を
提
供
し
、要
請
ポ
イ
ン

ト
を
説
明
し
た
。

　

東
京
シ
テ
ィ
青
果
の
吉
守
隆
美
副
部
長
は「
産

地
の
正
確
・
迅
速
な
出
荷
情
報
の
提
供
が
有
利
販

売
の
カ
ギ
に
な
る
」と
話
し
た
。

地区の農業について議論している様子

地
域
ぐ
る
み
で
農
業
振
興
を
考
え
る

青
年
部
と
関
係
機
関
と
の

意
見
交
換
会

　

若
松
基
幹
支
店
地
区
青
年
部
は
６
月
28
日
、同

支
店
の
会
議
室
で
意
見
交
換
会
を
開
き
、青
年
部

８
人
と
関
係
職
員
13
人
が
出
席
。同
地
区
の
農
業

や
補
助
事
業
に
関
す
る
議
論
を
交
わ
し
た
。

　

青
年
部
か
ら
は
作
業
受
委
託
、補
助
事
業
な
ど

に
つ
い
て
質
問
や
要
望
が
出
さ
れ
た
。

　

青
年
部
の
金
谷
憲
和
部
長
は「
地
域
ぐ
る
み
で

農
業
振
興
を
考
え
る
良
い
場
に
な
っ
た
。今
回
挙

げ
ら
れ
た
意
見
な
ど
を
関
係
機
関
と
と
も
に
し
っ

か
り
と
反
映
さ
せ
て
活
動
を
進
め
て
い
き
た
い
」

と
語
っ
た
。

盛り上がったセリイベントの様子

　

知
内
基
幹
支
店
は
７
月
15
日
、同
支
店
裏
広

場
で
第
22
回
J
A
夏
ま
つ
り
を
開
い
た
。

　

当
日
は
、小
学
生
を
対
象
と
し
た
ゲ
ー
ム
や
ビ

ン
ゴ
大
会
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
、多
く
の

人
で
会
場
内
は
盛
り
上
が
っ
て
い
た
。東
一
函
館

青
果
を
招
い
て
の
セ
リ
で
は
、小
さ
な
子
ど
も
た

ち
も
参
加
し
、手
を
あ
げ
て
本
場
さ
な
が
ら
の
熱

気
に
満
ち
あ
ふ
れ
て
い
た
。

　

町
内
か
ら
訪
れ
た
小
学
生
は
、「
た
く
さ
ん
の

人
が
い
て
楽
し
い
。い
っ
ぱ
い
お
い
し
い
も
の
を

食
べ
て
い
き
た
い
」と
嬉
し
そ
う
に
話
し
て
い
た
。

商品を手渡す職員

地
場
産
の
農
畜
産
物
を
使
っ
た

メ
ニ
ュ
ー
で
Ｐ
Ｒ

第
８
回
な
な
え
あ
か
ま
つ
街
道
納
涼
祭

　

七
飯
基
幹
支
店
は
７
月
８
、９
日
の
２
日
間
、七

飯
町
の
あ
か
ま
つ
公
園
で
開
か
れ
た「
第
８
回
な

な
え
あ
か
ま
つ
街
道
納
涼
祭
」に
同
町
の
農
林
水

産
課
と
と
も
に
出
店
し
た
。

　

２
日
間
と
も
晴
天
に
恵
ま
れ
、多
く
の
人
が
美

味
し
い
匂
い
に
誘
わ
れ
て
、次
々
と
買
っ
て
い
た
。

　

菊
谷
文
則
営
農
課
長
は「
出
店
し
て
い
る
も
の

の
ほ
と
ん
ど
に
地
元
の
農
畜
産
物
を
使
用
し
、リ

ピ
ー
タ
ー
も
着
実
に
増
え
て
い
る
。今
後
も
行
政

と
一
体
と
な
っ
て
、農
畜
産
物
の
Ｐ
Ｒ
の
た
め
に
継

続
し
て
参
加
し
た
い
」と
語
っ
た
。

写真2 軟腐病の発生ほ場

本
場
さ
な
が
ら
の
熱
気
に

満
ち
あ
ふ
れ
る

第
22
回
J
A
夏
ま
つ
り

写真3　アザミウマ類による被害
（白いかすり症状が特徴）

写真4　オオタバコガによる食害

写真1　葉枯病の症状
（左：先枯病斑、右：斑点病斑）
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Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
通
信

　

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
の
連
合
会
・
中
央
会
の
活
動
内
容

を
紹
介
し
ま
す
。

　

Ｊ
Ａ
北
海
道
大
会
決
議
事
項
の
実
践
や
そ
の
時
々

の
ト
ピ
ッ
ク
ス
な
ど
、
組
合
員
の
皆
様
に
定
期
的
に

お
伝
え
し
ま
す
。

　

各
団
体
の
詳
し
い
取
り
組
み
内
容
は
Ｗ
Ｅ
Ｂ

サ
イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

Ｊ
Ａ
北
海
道
中
央
会

Ｊ
Ａ
北
海
道
信
連

Ｊ
Ａ
共
済
連
北
海
道

　

５
月
に
、Ｊ
Ａ
窓
口
職
員
の
ス 

キ

ル
を
向
上
し
、Ｊ
Ａ
窓
口
を
ご 

利
用

い
た
だ
く
皆
様
の
ニ
ー
ズ
に 

応
え

て
い
く
事
を
目
的
に
「
Ｊ
Ａ 

バ
ン

ク
北
海
道
窓
口
セ
ー
ル
ス
コ 

ン

ク
ー
ル
」
を
開
催
し
ま
し
た
。 

　

当
日
は
、
各
地
区
の
予
選
等
を
突

破
し
た
１６
名
が
「
年
金
指
定
替
部

門
」、「
純
新
規
推
進
部
門
」
の
２
部

門
で
接
客
や
提
案
力
を
競
い
ま
し

た
。Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
北
海
道
で
は
、
コ

ン
ク
ー
ル
を
通
じ
て
、
よ
り
一
層
の
お
客
様
の
満

足
度
向
上
を
目
指
し
て
参
り
ま
す
。

　

日
Ｅ
Ｕ
・
Ｅ
Ｐ
Ａ
交
渉
が
大
枠
合
意

に
至
る
可
能
性
が
高
ま
っ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
６
月
１４
日
「
日
Ｅ
Ｕ
・
Ｅ
Ｐ
Ａ

交
渉
か
ら
北
海
道
農
業
を
守
り
抜
く
要
請
運
動
」

を
実
施
し
、
日
Ｅ
Ｕ
等
経
済
協
定
対
策
本
部
（
自

民
党
）
の
幹
部
役
員
、
道
内
選
出
与
野
党
国
会
議

員
及
び
農
林
水
産
省
に
要
請
を
行
い
ま
し
た
。
乳

製
品
、
豚
肉
、
小
麦
粉
調
製
品
、
馬
鈴
し
ょ
、
で

ん
粉
等
が
大
き
な
焦
点
に
な
る
と
想
定
さ
れ
ま
す

が
、
十
分
な
情
報
提
供
が
な
い
ま
ま
大
枠
合
意
に

向
う
こ
と
に
大
き
な
不
安
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

引
き
続
き
、
政
府
・
与
野
党
に
対

し
て
衆
参
農
林
水
産
委
員
会
決
議

（
Ｈ
２８
・
１２
）
に
基
づ
き
、 

農
林

水
産
物
重
要
品
目
の
再
生
産
を
可 

能
と
す
る
国
境
措
置
の
確
保
や
交

渉
内 

容
・
進
捗
状
況
に
つ
い
て

丁
寧
な
情
報 

提
供
を
求
め
る
運

動
を
展
開
し
て
い
き 

ま
す
。

ホ
ク
レ
ン

　

北
海
道
厚
生
連
で
は
、 

イ
メ
ー
ジ

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー 

「
コ
ウ
セ
イ
く
ん
」
を

制
作
し
ま
し
た
。
医
療
を
イ

メ
ー
ジ
し
た
白
に
北
海
道
の

緑
を
取
り
入
れ
た
、
の
ん
び

り
優
し
い
性
格
の
シ
ロ
ク
マ

く
ん
で
す
。
今
後
、
様
々
な
場
面
で
登
場
し
ま
す

の
で
、
癒
さ
れ
る
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
し
て
親
し
ん

で
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

　

 

Ｊ
Ａ
２
Ｍ
Ｐ（
ジ
ェ
イ
エ
イ
ジ
ャ
ン
プ
）
ア
プ

リ
で
北
海
道
厚
生
連
を
検
索
す
る
と
「
コ
ウ
セ
イ

く
ん
」
が
登
場
し
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
是
非
会
い

に
来
て
く
だ
さ
い
ね
。

　

社
会
貢
献
活
動
の
一
環
と
し
て
、
昭
和
５
０
年

か
ら
継
続
し
て
道
内
各
自
治
体
へ
救
急
自
動
車
を

寄
贈
し
て
い
ま
す
。
道
庁
総
務
部
の
危
機
対
策
課

へ
寄
贈
先
の
選
定
審
議
を
依
頼
し
て
お
り
、
今
年

度
は
４
台
を
寄
贈
予
定
。
今
年
度
の
寄
贈
が
完
了

す
る
と
累
積
寄
贈
台
数
は
記
念
す
べ
き
２
０
０
台

を
超
え
、２
０
２
台
を
数
え
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。 

　

今
後
も
行
政
や
Ｊ
Ａ
と
連
携
を 

図
り
な
が
ら
交

通
事
故
防
止
と
被 

害
者
救
済
へ
の

取
組
み
を
強
化
し 

皆
様
の
為
に
貢

献
し
て
参
り
ま
す
。

Ｊ
Ａ
北
海
道
厚
生
連

　

ホ
ク
レ
ン
は
、
酪
農
生
産
基 

盤
強
化
対
策
の
一
環
と
し
て
、 

北

海
道
特
有
の
冬
場
の
子
牛
事
故
率

低
減
に
向
け
た
「
冬
期
子
牛
飼
養

環
境
向
上
支
援
事
業
」
を
実
施
し

て
お
り
ま
す
が
、
平
成
２９
年
度
か

ら
和
牛
繁
殖
農
家
の
皆
様
に
対
す

る
事
業
「
冬
期
子
牛
飼
養
環
境
向

上
支
援
事
業
（
和
牛
版
）」
を
始
め
ま
し
た
。
具
体

的
に
は
、
出
生
直
後
の
子
牛
を
暖
め
る
機
械
装
置

や
分
娩
監
視
モ
ニ
タ
ー
等
の
導
入
助
成
を
行
い
ま

す
。
詳
し
い
日
程
・
事
業
内
容
に
つ
い
て
は
、Ｊ
Ａ

担
当
課
へ
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

☟詳しくは下記の最寄のSS店舗までお問い合わせ願います。
厚沢部 SS　℡：0139-64-3303　　　瀬　棚 SS　℡：0137-87-3273　　　大中山 SS　℡：0138-65-4350
上ノ国 SS　℡：0139-55-2207　　　知　内 SS　℡：01392-5-5110　　　駒ケ岳 SS　℡：01374-2-0631
乙　部 SS　℡：0139-62-3450　　　木古内 SS　℡：01392-2-2133　　　八　雲 SS　℡：0137-62-3535
若　松 SS　℡：0137-85-1713　　　大　野 SS　℡：0138-77-7775　　　長万部 SS　℡：01377-2-2316
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InformationCommunication

応募締め切り 8月21日（月）（当日消印有効）
　応募用紙はこちら （切り取ってハガキにそのまま貼ってね。）

※下記応募用紙には必ず全て記入して下さい。※コメントのないものは無効とさせて頂きます。

こたえ

農協ラーメン ・ 農協トマトカレー
ご希望のプレゼント ※下記のいずれか1つに◯を付けて下さい

※広報誌へのご感想やご意見・ご要望、身近なできごとなどについて教えてください。

みんなのまるめ郎広場 第
８
回
理
事
会
議
案（
定
例
）

●
日
時
／
平
成
29
年
７
月
２４
日（
月
）１０
時
３０
分
〜

●
場
所
／
北
斗
市
総
合
分
庁
舎

理
事
会
開
催
報
告

万
一
に
備
え
よ
う 

わ
が
家
の
防
災

災
害
危
機
管
理
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
●
和
田 

隆
昌

和
田 

隆
昌
（
わ
だ 

た
か
ま
さ
）…

 

災
害
危
機
管
理
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
。
ア
ウ
ト
ド
ア
雑
誌
の
編
集
者
の

経
歴
を
生
か
し
、
主
に
自
然
災
害
の
防
災
対
策
を
専
門
と
す
る
。
各
種
団
体
や
地
域
の
団
体
と
協

力
し
民
間
側
に
お
け
る
現
実
的
な
防
災
対
策
を
提
唱
。

コ ラ ム

2 3
3クイズの正解者の中から抽選で　　名様に、

以下の　　種類からお好きな商品を　　袋
お送りします。
希望のプレゼントをご記入ください。

プレゼント

水
と
食
料
は
ど
の
よ
う
に
用
意
す
べ
き
か

　

人
は
平
穏
な
日
々
が
続
く
と
「
い
ざ
と
い
う
と
き
の
備

え
」
を
忘
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
何
度
も
津
波
の
被
害
を
受

け
た
東
北
地
方
で
さ
え
、
自
分
に
都
合
の
良
い
「
し
ば
ら

く
は
大
丈
夫
」
と
い
う
考
え
に
陥
っ
て
し
ま
い
「
い
つ
か
、

そ
の
う
ち
」
と
備
え
る
こ
と
を
怠
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

熊
本
地
震
は
１
０
０
年
間
地
震
の
被
害
の
な
か
っ
た
地

域
で
発
生
し
た
地
震
で
あ
っ
た
た
め
に
、
備
蓄
の
な
い
多

く
の
住
民
は
困
窮
し
ま
し
た
。
日
本
は
世
界
で
も
ま
れ
に

見
る
イ
ン
フ
ラ
の
整
っ
た
国
で
す
。
蛇
口
を
ひ
ね
れ
ば
そ

の
ま
ま
飲
む
こ
と
が
で
き
、
停
電
す
る
こ
と
も
ご
く
ま
れ

な
こ
の
国
で
は
、
当
た
り
前
の
よ
う
に
安
全
な
水
や
食
料

が
供
給
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
先
進
国
の
中
で
も
ご
く

一
部
の
国
に
限
ら
れ
た
こ
と
で
す
。

　

た
だ
し
、
ひ
と
た
び
広
域
災
害
が
発
生
す
る
と
そ
の
常
識
は
通
用
し
ま
せ
ん
。
特
に
水

の
不
足
は
健
康
被
害
に
つ
な
が
り
ま
す
。
３
日
間
飲
む
こ
と
が
で
き
な
け
れ
ば
生
死
に
関

わ
り
ま
す
。
近
年
、
各
地
で
豪
雨
被
害
が
連
続
し
て
発
生
し
て
い
ま
す
が
、
上
流
の
取
水

地
域
で
発
生
す
れ
ば
広
範
囲
に
断
水
す
る
可
能
性
が
あ
り
、
下
水
道
が
被
害
を
受
け
れ
ば

上
水
道
も
断
水
す
る
こ
と
は
意
外
に
知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　

さ
て
水
の
準
備
の
仕
方
で
す
が
、
人
は
１
日
に
飲
用
、
調
理
や
炊
事
、
洗
濯
、
ト
イ
レ

な
ど
に
約
３
Ｌ
の
水
が
必
要
で
す
。
飲
用
以
外
に
も
生
活
水
を
用
意
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

水
道
水
を
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
や
ポ
リ
タ
ン
ク
に
詰
め
、
定
期
的
に
交
換
す
る
こ
と
が
肝
要
で

す
。
よ
く
「
３
日
間
の
水
と
食
料
」
と
い
わ
れ
ま
す
が
、
大
規
模
災
害
に
備
え
る
た
め
に

は
１
週
間
分
の
備
蓄
を
推
奨
し
ま
す
。
食
料
は
特
別
な
保
存
食
で
あ
る
必
要
は
な
く
、
缶

詰
や
レ
ト
ル
ト
食
品
を
多
め
に
購
入
し
、
古
い
食
材
か
ら
使
用
し
て
、
減
っ
て
き
た
ら
買

い
足
す
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
そ
の
際
、
非
常
時
に
不
足
し
が
ち
な
、
野
菜
や
果
物
の
缶

詰
を
追
加
し
て
お
け
ば
、
健
康
被
害
へ
の
対
策
に
な
り
ま
す
。

（
１
）　

職
員
の
退
職
に
つ
い
て　

（
２
）　

理
事
者
へ
の
貸
付
実
行
の
報
告
に
つ
い
て　

（
３
）　

役
員
賠
償
責
任
保
険
の
役
員
負
担
に
つ
い
て　

（
４
）　

組
合
員
の
異
動
に
つ
い
て　

（
５
）　

第
３
回
Ａ
Ｌ
Ｍ
委
員
会
の
開
催
に
つ
い
て　

（
６
）　

女
性
参
与
選
任
検
討
委
員
の
選
任
に
つ
い
て　

（
７
）　

森
支
店
ト
マ
ト
共
同
選
別
施
設
改
修
に
係
る
取
り
進
め
に
つ
い
て

報
告
事
項

議　
　

案

第
１
号　

外
部
出
資
先
清
算
に
伴
う
出
資
金
償
却
の
実
施
に
つ
い
て

第
２
号　

役
員
選
任
実
施
要
領
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

第
３
号　

区
域
役
員
推
薦
委
員
の
選
任
に
つ
い
て　

第
４
号　

女
性
参
与
設
置
規
程
の
制
定
に
つ
い
て

第
５
号　

非
常
勤
理
事
の
職
務
代
行
順
位
に
つ
い
て　

第
６
号　

災
害
対
策
規
程
の
制
定
に
つ
い
て　

第
７
号　

事
業
継
続
計
画
（
Ｂ
Ｃ
Ｐ
）
の
策
定
に
つ
い
て　

第
８
号　

信
用
供
与
２
億
円
超
に
係
る
賃
貸
住
宅
ロ
ー
ン
の
貸
出
に
つ
い
て

　　 E-mailアドレス  akinori.nakata@ja-shinhakodate.com

クイズ&投稿は、郵送またはFAX、メール、ホーム
ページのメールフォームで受け付けております。

JA新はこだて企画室 FAX：0138-77-5566
〒041－1201 北斗市本町１丁目１番21号

あて先

農協ラーメン
（1袋2食入り）

農協のトマトカレー
（1袋1食入り）

※今月から2種類に変更となっております

農業が大好きと頑張る若者達、輝いていますね。心
から応援します。

北斗市 おていちゃんさん

今回のクイズの問題は大変頭を使いました。
八雲町 カズPさん

クイズがたのしかったわぁ～！
八雲町 八雲ママさん

料理楽しくステップアップを毎月楽しみにしていま
す。

八雲町 くみちゃんさん

読者の声 たくさんのご応募、
ありがとうございます。

八雲町　くみちゃんさん
八雲町　八雲ママさん
八雲町　カズPさん

クイズ当選者
今月号の当選者 今月は4件の応募があり、厳正な抽選の

結果、次の 3名の方が当選となりました。

前回の答え
14

パズル？　頭の体操（出題®ニコリ）
二重マスの文字をA～Eの順に並べて
できる言葉は何でしょうか？

Q.

2
5
7
9
11
12
14
16
18
20
21

小玉や種なし、四角い物などもある果実
縁も̶̶もない人に助けられた
117 に電話をかけると聞けます
ロシアの酒の代表格
ワインボトルの底に沈んでいることも
オランダゼリともいう葉野菜
木などにぽっかりと開いた空洞
国語、算数、理科、社会など
コンニャクイモの生産量日本一の県
目上の人に勧める席
アンデス、プリンスといえば

1
2
3
4
6
8
10
13
15
17
19

もくもくと高く盛り上がる雲
洋風の上履きの一つ
食事作りや掃除、洗濯など
武田信玄から連想される四字熟語
目や鼻や口があります
酔うと赤くなる人も
古い地層から恐竜の̶̶が見つかった
和風の宿泊施設です
̶̶より証拠
日本列島をぐるりと取り囲んでいます
歩き過ぎて足の裏にできちゃった

ヨコのカギ

タテのカギ

1415



ＪＡ新はこだてとみなさんを結ぶコミュニケーション誌

8
August 2017

No.

180

新はこだて

道南を農す

第５次地域農業振興計画・中期経営計画 特集

七飯町 長谷川　有住さん

題名：マルメロード第55章

まるめ郎アルバム

Ｄａｙ：２０１7．7．13

編集後記
　先日、ディズニーランドまで向かう無料の
シャトルバスの運転手に感心する出来事が
ありました。　
　その運転手は会場に着くまでの間、人気
のアトラクションやパレードを見る穴場など
を軽快に話しており、乗客を飽きさせない
対応は大変すばらしいものでした。途中、停
止線をオーバーして停車した時も、それを
トークで笑いに変え、楽しい雰囲気のまま
会場に向かうことができました。
　これぞ接客業のプロ！スゴイの一言です。

（明）
1つのヘタに2つの実がなってる！
トマトの双子、初めて見たよJA新はこだて facebook 検索

随時、最新情報を更新していますので、
ぜひチェックしてみてください。

facebookページ更新中！

緊急時の
ご連絡先
※業務時間内

（平日9時～１７時）には
ご契約の支店に
ご連絡ください。

お車の事故・トラブル
☎0120-258-931
（ＪＡ共済事故受付センター）

キャッシュカードや通帳の紛失・盗難
☎0120-944-904
（ＪＡバンクキャッシュカード紛失共同受付センター）

ＪＡクレジットカードの紛失・盗難
☎0120-159-674
（三菱ＵＦＪニコス㈱盗難紛失受付センター）

お車のレッカー・ロードサービス
☎0120-063-931
（ＪＡ共済サポートセンター）

JA CASH CARD

※ＪＡカード一体型の盗難・紛失においては、両方にご連絡ください。

材　料（4人分）

作　り　方

ナス ・・・・・・・・・・・・・・・・・６本
ザーサイ ・・・・・・・・・・・・・・・１瓶
ミニトマト ・・・・・・・・・・・・・・４個
ニンジン ・・・・・・・・・・・・・・・適宜
インゲン ・・・・・・・・・・・・・・・８本
サラダ油 ・・・・・・・・・・・・・大さじ２
塩 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・少々
合わせ調味料
　しょうゆ ・・・・・・・・小さじ１と１／２
　ごま油 ・・・・・・・・・小さじ１と１／２
　料理酒 ・・・・・・・・・・・・・大さじ１
　砂糖 ・・・・・・・・・・・・小さじ１／２
　輪切りトウガラシ ・・・・・・・ひとつまみ

ナスとザーサイの塩炒め

ナスは天地を切り落とし、ピーラーで皮をむ
き、縦に細切りにして、薄い塩水（材料外）に漬
けてあくを抜く。
ザーサイは細切り、ミニトマトは半分に切り、
インゲンはゆでて３分の１に切る。ニンジンは
千切り。
フライパンを十分に熱しサラダ油を入れ、水
気を切ったナスを強火で炒める。
（２）を入れ、塩少々、合わせ調味料を入れさっ
と炒める。
器に盛り出来上がり。

（１）

（２）

（３）

（４）

（５）

塩の分量はザーサイの塩気によって加減するといいあ

んばいになります。

「キッチン晴人」のオーナーシェフ

永井 智一（ながい ともかず）
「キッチン晴人」のオーナーシェフ。
1975年茨城県水戸市生まれ。高校卒業
後、都内のすし店で修業後、帰郷し懐石料
理を学ぶ。2013年12月に畑とつながるをコ
ンセプトとした「キッチン晴人」をオープンし、
地元農産物を生かした料理を提供中！

料理
ステップアップ

楽しく

point

第
1
8
0
号

電
話
／
0138-77-5555　

ＦＡ
Ｘ
／
0138-77-5566

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
／
http://w

w
w
.ja-shinhakodate.jp/

編
　
集
／
企
画
室
　
　
印
　
刷
／
有
限
会
社
　
三
和
印
刷

平
成
29年
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発
行

発
　
行
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新
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	えすぽ1708-p14_p15
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